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近年 、 フ ィ ッ トネ ス ・ク ラブが盛 ん にな って きて い る。 フ ィッ トネ ス ・ク ラブの特 徴 を

挙 げ てみ る と、一人 で行 え る運動(エ ア ロ ビクス ・ウエ イ ト トレーニ ン グ ・水泳 な ど)が

多い。 水泳 につい て は、水泳 競技 として タイム を競 うもの もあ るが 、 フ ィッ トネス ・クラ

ブ に来 て 、 それ を行 って いる者 は、 ほ とん ど皆 無 で あ る と言 え よ う。

最近 、 フ ィ ッ トネ ス ・クラ ブで は、施設 が 高級化 す る とと もにそれ を利 用 す る年令 層 が

拡 大 して きて い る。以 前 は、OL、 主婦 、 ビジ ネス マ ンが 中心 で あ った。 しか し、近 年 は

学 生会 員 と称 して 、高校 生 、大学 生 が入会 して い る。 数年 前 まで は、高校 生 、大 学生 は校

内の ク ラブや 同好会 、 サー クル が スポー ツ活動 の中心 の場 で あ った。

特 に大学 で は、体 育会(学 連 な どに所属 して、定 期 的 に全 日本 レベ ル、関 西 レベ ルの大

会 に参加 す る)、 同好 会(大 会 はな いが、体 育会 よ り練 習 も軽 く、年 に数 回 同好 会 内 で大会

を催 す)、 サ ー クル活動 な どが あ り、各 々学 生 が運 営 して いた。 ところが 近年 は体 育会 を筆

頭 に各 大学 で 多 くの クラ ブが消滅 しつつ あ る。反 面、 巷 の フ ィッ トネス ・クラブで は学生

会 員が 増加 してい るの は いか なる理 由で あ ろ うか。大 学 内の ス ポー ツの種 目が気 に入 らな

いの か。時 間的 に第 三者 か ら束縛 され るのが 問題 な のか。 そ れ との スポー ツ をす る環境 施

設 が フ ィ ッ トネ ス ・クラ ブに見 劣 りす る こ とが原 因 なのか 。

本学 学生 におい て も、 スポー ツ ク ラブ活動 に参加 す る数 は、 きわ めて少 な い。 その一 方、

フィ ッ トネス ・クラ ブに入会 す る者 は増 えて きてい る。 した が って、本 研究 は本 学生 の ス

ポー ツ に関 す る意識 調査 を行 うこ とに した。
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本学々生の競 技スポー一ツに対する意識及び関心 についての一考察

過 去 の 文 献 紹 介

総 理府 は、 毎年 「体 力、 スポー ツに関 す る世論 調査 を行 って い る。 昭和63年 に調 査 され

た結 果報 告 に よる と、20代 女性 の 『今後 、行 いた い運 動 、 スポ ー ツの種 目』 で は、1位=

ス キー、2位=テ ニ ス、3位=ゴ ル フ、4位=軽 い水 泳 、5位=海 水 浴 となっ てい る。

また、 この1年 間 に何 らか の運動 や ス ポー ツ を行 った 者が64.1%、 運 動 や ス ポー ツ を行

わ なか った者 がが35。7%と なって お り、 ほぼ3人 に2人 は何 らかの運 動 や スポー ツをた と

え1日 で も行 ってい る。20代 女 性 で は、月 に1～3日 が42.2%、 週 に1～2日 が20.3%で

あ る。

運 動 ・ス ポー ツ を行 った理 由 は、20代 女 性 で は 『楽 しみ、 気晴 ら し として』51.4%で 最

も多 く、 『友人 、仲 間 との交流 として』16。3%、 『運 動不 足 を感 じるか ら』13.1%な どにな

ってい る。

運 動や ス ポー ツ行わ なか った理 由 は、20代 女性 で は 『仕事 が忙 し くて時 間 が ないか ら』

が71.7%で 最 も多 く、 『機会 が な か ったか ら』11.3%、 『運動 ・スポ ー ツは嫌 いだ か ら』7.5

%と な って い る。

研 究 の 手 順

本研究では、本学における体育実技の充実向上をはかるため、本学学生 の運動 ・スポー

ツ(徳 に競技スポーツ)に 関する意識 をアンケー トによって調査 した。被検者 は、平成元

年度入学者中404名 。実施 日は1990年1月16日 ～22日 の各々の体育実技時間中である。回収

率は100%で ある。

結 果 の検 討 と考 察

本研究で は、本学生の競技スポーツに関する意識 と関心 を調べるためにアンケー トによ

って資料 を収集 した。

まず、本学生が現在 いちばんや ってみたい競技スポーツについての結果 を図1に 示 して

ある。
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本学 々生の競技 スポー ツに対す る意識 及び関心につ いての一考察
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図1現 在 いちばんや ってみたいスポー ツ

図1か らわか るよ うに、404人 中146人(36,1%〉 もの学生 が テニ ス(硬 式)を や りた い と

望 ん で い る。学 生 に はや りた い理 由 を聞 い て いな いが 、 これ は、 テニ ス とい うス ポー ツが

持 つ イ メー ジに よ る もの も大 きい と思わ れ る。 カ ラ フル な テニ ス ウェア を身 につ けた りラ

ケ ッ トを持 って通学 をす る こ とに もあ こがれ て い るので は ないだ ろうか。 しか し、 実際 に、

本 学 の授業 な どで 、体 験 してみ た学 生 の話 を聞 くと、『思 ってい た よ り、難 しか った』と口々

に話 して い る。 スキー 、水泳 に関 して もフ ァッ シ ョンか ら入 る とい う参加 の仕方 が現 わ れ

てい る と言 え よう。 また、 ス キー、 水泳 は宿 泊 を して行 わ れ るこ と も多 く友 達 と旅行 気分

が 味 わ える こ と も人 気 の理 由 と言 え るで あ ろ う。 また 、53人(13.1%)に あ た る学生 が 『特

にな い』 と答 えて い る。

次 に競技 ス ポー ツ を くわ し く調 べ てみ た。個 人競 技 ス ポー ツ(水 泳 ・マ ラ ソ ンな ど)と

集 団競 技 スポ ー ツ(バ レー ボー ル ・バ スケ ッ トボール な ど)で は、 どち らを好 むか の結果
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本学々生の競技 スポーツに対す る意識及び関心についての一考察

を図2に 示 して あ る。

208人(51.4%)の 学 生が集 団競技 を好 んでお り、 『特 に問わ ない』学生 を加 える と78.7%

は集 団競技 を好 む こ とが わか った。
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図2自 分の好 きな競技スポーツ 図3自 分の好 きな競技スポーツ
のタイプ1の タイプII

次 に、人 と接触 す るス ポーツ と、人 と接触 しないス ポーツで は、 どち らを好 むか につい

ての結 果 を図3に 示 して ある。 こ こでい う人 と接触 しな い とは、陸上 競技 や水泳 、弓道 な

どだ けで な く、ネ ッ トを挟 んでプ レー をする種 目 も含 まれてい る。 結果 は、人 と接触 しな

い スポー ツが163人(40.3)%で やや 多い。
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本学 々生の競技 スポー ツに対す る意識 及び関心につ いての一考察

次 に記 録 に挑 戦 す るス ポー ツ と、対 戦相 手 に挑戦 す るスポ ー ツで は どち らを好 むか につ

いて の結果 を図4に 示 して あ る。 図4に あ る よ うに268人(66 .3%)の 学 生 が対 戦相 手 に挑

戦 す る スポー ツ を好 ん でい る。
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以上3つ の回答 を総合 して考えてみると、集団競技で人 と接触 をせず、対戦相手に挑戦

するスポーツが本学生の好 きな競技スポーツのパ ター ンである。具体的 にそれ らの条件 に

合ったスポーツ種 目を挙げてみる と、バ レーボール、インデ ィアカ、ダブルスのテニス、

卓球、バ ドミン トンな どがある。対戦相手 に挑戦をする となると球技種 目が人気になるの

もスポーツの特性か らもうなずける。 また、 これ らの種 目は現在、本学 の体育実技の授業

で行われてお り、 そのことか ら考 えるとおおむね学生 も満足 している と推察できる。
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本学々生の競技 スポー ツに対す る意識及び関心についての一考察

次 にス ポー ツ観戦 と自分 が プ レー をす る こ とで は、 どち らを好 むか とい う問 いの結 果 を

図5に 示 した。

図5に あ る よ うに、両 方 と も好 きが158人(39.1%)で 、観戦 と自分 が プ レー す る こ とで

は、 ほ とん ど差 が ない。 この点 か ら、本学 生 は スポー ツ に は、 か な り関 心が あ る と言 えよ

う。 特 に 自分 が プ レーす る こ とが好 きな だ けでな く、観 戦 す る こ とが好 きな学生 が この よ

うにい る こ とが わか った。
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図6授 業時間以外のスポーツ参加状況

次 に授業以外 のスポーツ参加の状況を図6に 示 してある。

図6を 見 るとたった69人(17%)の 学生 しか活動 していないことが判明 した。前の質問の

自分がプ レー をす ることが好 きという学生 と両 方 とも好 きと答えた学生 を合わせる と264
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本学々生の競技 スポー ツに対す る意識及び関心についての一考察

人(65.3%)に もなるの に、実 際 に活動 して い る学生 は その 中の26.1%程 度 であ る。 また、

実際 に活 動 してい る学生 で も月 に2、3会 とい う者 が半 数 を占 め、毎 日 と週3、4会 の学

生 を合 わせて も12名 しかい ないのが現状 で あ る。 これ らの ことか ら、少 数の学 生 を除 くと、

本学生 は、 スポー ツに関心 はあ るが 実際 に活動 してい る者 が少な い ことが顕著 になった。

その理 由 を調べ てみた結果 が図7で ある。

授業以 外 の時 間 に運 動 ・スポー ツを しよ うとす る場 合の障害 として多い の は、時間 的余裕

がない こととなってい る。次 の きっか けが つか めない とい う理 由に は多 くの問題が あ るの

で はない か。 まず は学生 自身の積極 的な姿勢 が足 りない と言 える。 しか し、 その他 の服 装

や用 具 にお金 がかか る とか 、施 設、設 備が不十 分 な どの理 由 と合 わせて考 え る と、私 達か

ら、無 料や低 料金で解 放 してい る公 の運 動 スペー スの情 報 を伝 える こ とも、解 決 の1っ に

なるだ ろう。
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図7運 動 ・スポーツの不参加障害因子
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本学々生の競技スポーツに対する意識及び関心についての一考察

また松木伸子(1)による昭和61年 の報告で も今回 と同様 に運動が出来 ない理 由の1位 が時

間がない、2位 きっか けがつかめない となっている。

他大学では、学内に健康管理セ ンターな どもでき、1人1人 の学生の健康が細か くチェ

ックされている。強度の肥満や痩身にはグループ又は個別 に食事 の仕方、内容 を指導 し、

体育の教員 も協力 して運動のプログラムを作成、実行 し成功 した例 も保健学会で報告 され

ている。

図8は 運動 ・スポーツをして良い ことがあるか とい う質問の結果である。

お もしろい、楽 しいか らと答 えた学生が259人 と多 く、ス トレス発散で きると合わせて、精

神面 について効果 を認 めている。その次 に汗をか く、痩せる、体力がっ く、よ く眠れると、

健康 につなが る理由をあげている。 このように多 くの学生がスポーツの必要性や楽 しみを
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本学々生の競技 スポーツに対する意識及び関心 についての一 考察

見 い出 してい るが 、 あ とはス ポー ツをす る きっか け とチ ャ ンス を数多 く与 える こ とが望 ま

れ る。

運 動 ・スポ ー ツの存在 意義 につ いての結 果 を図9に 示 して あ る。

ここか らわか るよ うに、趣 味 、娯 楽 と答 え た学 生 と体力 向上 、健 康増 進 と答 えた学 生が ほ

ぼ同数 で全 体 の86.1%に 当て は まる。 ここで体 力 向上 、健康 増進 と考 えて い る学生 は多 い

が前 に あ るよ うに、 日常 的 に運動 ・ス ポー ツ に親 しむ学 生 は少 な い。 月 に2、3回 程度 の

運 動 で は、体 力 向上 は望 めな い。
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図10自 分 の健康 や体力づ くりについての考 え方
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本学々生の競技スポーツに対する意識及び関心についての一考察

次に自分の健康や体力づ くりについての考 え方 を図10に 示 してある。

その結果、199人(49.3%)の 学生 は健康や体力づ くりの重要性 を自覚 していることがわか

った。 しか し、学生 自身 も体力づ くりには関心があるが、規則正 しく実行 できず気が向い

た時 に実行 している とか、自分の健康や体力を充分把握で きず、や る気 はあるが実行 でき

ない と考 えている。現在の状態を納得 しているわけではな く、運動不足を自覚 しているこ

とがわかる。又、身体の健康に自信がない、あまり関心がな くや る気がない とい う学生が

36名 ずついることが判明 した。後者 は、前者 と違 って、 日常生活 を送 る上で健康 であるが

ため健康の重要性を認識で きず にいると考えられ、前者 より指導の必要がある。

結 果

本学生 は、スポーツに対 して、趣味や娯楽又 は体力向上、健康増進の1つ という意識 を

持っている。特にスポーツ活動時やその後の楽 しさ、お もしろさを多 くの学生が経験 して

お りス トレスを発散できる ことも自覚 しているといえる。

その反面、スポーツ活動の実践 となると、ほんの一握 りの学生 しか参加 していないのが

現状である。学生 自身 も健康や体力づ くりの重要性は自覚 してお り、体力づ くりには、関

心があるが規則正 しく実行できずにいた り、や る気はあるが、実行で きていない ことに気

付 いている。 この部分についての指導は今後の大 きな課題であ り、学生1人1人 について

養護教諭 と組 んで活動する必要が あるであろう。

学生 は、テニス、スキー、水泳な どファッション性 を含んだスポーツを好んでお り、競

技スポーツでは、集団競技 で人 と接触せず に対戦相手に挑戦する種 目を好んでいる。 これ

は今後新 しいスポーツ種 目を取 り入れ る際の参考 としたい。

今回の調査研究での大 きな問題 は、運動 ・スポー ツをしようとする場合に、 きっかけが

つかめない ことを理 由にあげている学生が多い ことだ。 この学生達 に対 して積極的にいろ

いろな角度か らアプローチ してい くことが必要である。

今回は、体育実技 を行 っている大学1年 生 を対象に調査 した。 このような調査 を正課体

育の実技 を終了 している4年 生や若い社会人に対 して行 い、スポー ツに対す る意識や関心

の違 いが あるのか研究 したい。 また、 フィッ トネス ・クラブの学生会員の増加理由 も直接

会員 にも調査 を行 いたい。その上で大学における体育実技にどのようなことが望 まれてお

り、必要であるか、少 しで も推知 したい。 クラブ活動の少 ない参加 にっいては、時間的余

裕がない理 由が大 きい と考 えられる。その一因にアルバイ トに精を出す学生の増加がある

のではないか。 しか し、 この調査だ けで は、不充分であ り今後の研究課題の1つ として く

しく調査 したい と考 えている。
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